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脳幹機能検査については， Sohmer & Feinmesser, J ewett等によって始められた聴覚脳幹誘発電位が
一般に行われるようになっているが，同様に三叉神経も脳幹を経由することにより，三叉神経far-field







を用い神経表面に軽く接するように置いた。刺激は10Hz ， O.Olmsec の矩形波で， supramaximal intens 
ity 2 mA -lOmAの電流を用い， 500回平均加算した。記録はニューロパック 8 (日本光電)を使用し，
bandpass は50Hz- 3 KHz，解析時間10msec とした。破壊巣作成あるいは深部電位記録のため脳幹，視
床に深部電極を定位的に挿入した。実験終了後，脳のホルマリン固定により標本を作成した。
[結ー果]
通常の波形は 4msec内に 4 個の陽性頂点があり，潜時について，その平均士標準偏差は， 1波 (1):
0.71 士0.09msec ， 11波 (11) : 1.45 士0.12msec ， III波 (III) : 1. 99 士 0.17msec ， IV波(町) : 2.61 :!::0.20msec 
であった。 (1) 刺激強度，刺激頻度と頂点潜時の関係:個々の実験で，頂点潜時及び波形にほとんど変
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化のない supramaximal intensity は 2mAで、あった。それ以上の刺激強度になると，潜時は短縮傾向
にあり，かっE波， IV波は不明瞭になった。刺激頻度については 2 Hz-100Hz で行うと， 2Hz-50Hz
の範囲では頂点潜時及び波形にほとんど変化がなく， 50Hz以上になると，潜時は延長傾向であった。
(2) 時間経過と頂点潜時の関係:時間経過に従い潜時の延長傾向 Cinclination of regression line : 0.00 
1-0.002) がみられ破壊巣作成後，階段的に頂点潜時の著明な延長がみられた。以後regression line 
の勾配も増大した。 (3) 各破壊巣と頂点潜時の関係:末梢神経露出部の神経破壊により，その近位部の
刺激では， 1 波から町波まで明瞭に検出されるが遠位部の刺激では I 波からすべて消失した。脳幹三叉
神経核の破壊の程度により E波以降の延長あるいは E波以降の消失をみた。刺激対側の medial lemnisｭ
cus，刺激対側視床VP M CNucleus ventralis posteromedialis) の破壊では，それぞれE波以降， IV波
の延長がみられた。 (4) 経皮的刺激による頂点潜時について:神経刺激と同様に I 波 -IV波までみられ
るが，それぞれの頂点潜時はやや大きい傾向にあった。
[考察]
三叉神経における体性感覚誘発電位は， Bennett & Janetta等により注目をあび，以後文献上散見さ
れるようになっているが，これらは，いわゆる near-field potential で、ある O 聴覚誘発電位が脳幹機能
を反映すると同様に，三文神経路も解剖学的に，上部頚髄から脳幹において広い範囲を占めることから，
TBR も脳幹機能を反映すると考えられている。 TBRの各々陽性頂点の origin についてみると，各三
叉神経路の破壊により，それに関係した陽性頂点及びそれ以降の陽性頂点の振幅の変化，頂点潜時の延
長あるい凶首失をみることより I 波は末梢三文神経 E波は脳幹三叉神経核 E波は medial lemniscus , 
町波は視床VPMと考えられている。猫によるTBR はすでに， Haung等， Dong により実験がなされ
ている。 Haung等は 3 msec内に 3 個の陽d性頂点を指摘し， Dong は 5 msec 内に前者と同様に 3 個の陽
性頂点を検出しているが， 2 波 3 波に関して各々 2 つの subpeak C 1a , b , m a , b ，)をもっている。







家兎の三叉神経誘発電位では 4msec内に 4 個の陽性頂点を認めた。 1 波は0.71 土 0.09msec ， 11 波は1.45
土 0.12msec ， m波は1.99 =t 0.17msec ， IV波は2.61 土 0.20msecで、あった。これらの p伊ea砧k及ひ
記録と脳幹局所破壊の結果より，各々の peakの起源iにこつ Lい、て， 1 波は末梢三叉神経， 11波は脳幹三叉神
経核， m波は medial lemniscus , IV波は視床VP M C nucleus ventralis posteromedialis) と考えられた。
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このことは，三文神経痛の病態生理の解明にも役立つ可能性があり，又，現在，非常に困難な脳幹機能
検査において，聴覚脳幹誘発電位と併用することにより，さらに詳細な脳幹機能の情報が得られると信
ずる。加えて，今後の脳死すなわち脳幹死の問題についても，将来，おおいに役立つ検査として基礎を
築いたものである。
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